

所　 属 ： 製造部　企画課
氏　 名 ： 厚労 花子さん
利用期間： ○○年○月○日～○月○日
（利用したきっかけ）
（利用にあたって準備したこと（仕事面））
（利用にあたって準備したこと（家庭面））
（制度利用中の働き方と介護について）
（○○制度を利用した感想）
（仕事と介護の両立経験者からのメッセージ）

（記載例１）
所　 属 ： 総務部
氏　 名 ： 厚労 花子さん
利用期間： 2025年４月１日～現在
（利用したきっかけ）
母親（要介護３）には、持病（難病）と脳梗塞の既往歴があり、午前中は体調が不安定な状況でした。また、月数回の通院や、日々の食事・入浴などには介助が必要になっていました。
このため、フレックスタイム制度を活用することで、午前中は自宅で見守り、夕食や入浴介助は、訪問介護と通所介護を組み合わせて対応することとしました。
（利用にあたって準備したこと（仕事面））
まずは上司に家族の状況や自分自身の働き方に関する希望を伝えて、今後の対応を相談しました。
その結果、午前中は体調の悪い母を自宅で見守りたいと考え、フレックスタイム制度を活用し、12時出社・20時退社で勤務することとしました。≪就業時間の調整に関する制度の利用≫
この際、上司と相談し、課内の連絡体制を見直してもらいました。
また、週１日、金曜日は在宅勤務制度を利用し、在宅勤務の日に訪問診療を利用。同僚の皆さんとはチャットで相談をしたり、テレビ会議システムを活用して社内会議に参加したりしています。≪勤務場所に関する制度の利用≫
（利用にあたって準備したこと（家庭面））
訪問介護を週５日（平日17時～18時30分）利用し、夕食の準備から食事の介助を依頼。
うち、週１日は自宅での入浴介助も依頼。≪自宅で受ける介護サービスの利用≫
帰宅が20時頃のため、夕食は先に食べてもらうこととしました。
このほか、週2日（火曜・木曜）に通所介護を利用し、食事や入浴サービスを利用しました。
≪施設などへ通うサービスの利用≫

また、難病により通院が難しいため、訪問診療を利用しました。≪自宅で受ける医療サービスの利用≫

（制度利用中の働き方と介護について）
フレックスタイム制を利用しているので、帰宅が20時頃となるため、訪問介護の利用により、
夕食は先に食べてもらっています。週3回の入浴も、通所介護と訪問介護にお願いしています。
自宅で訪問診療を受ける日には、在宅勤務制度に加えてフレックスタイム制度も活用して勤務を早めに切り上げ、診察に同席し、医師に状況を確認したり、心配なことを相談していました。

（フレックスタイム制度等を利用した感想）
午前中に体調が悪い母親を介護しながら働くと考えたとき、短時間勤務など労働時間を短縮して対応することも考えましたが、私自身、業務にやりがいを感じていることや、収入面からも、フルタイムで働きたいという思いがありました。フレックスタイム制度の利用により、母親の体調に応じて、希望するフルタイム勤務を実現できていることをとてもありがたく思っています。

（仕事と介護の両立経験者からのメッセージ）
家族の介護では様々な対応が求められることもありますが、両立支援制度や介護サービスを上手に活用することで、皆さん自身の働き方や今後のキャリアに関する希望も実現できると考えています。ひとりで抱え込まずに、まずは是非職場の上司に相談してください！

（記載例２）
所　 属 ： 経理部
氏　 名 ： 厚労 太郎さん
利用期間： 2024年４月25日～現在 
（利用したきっかけ）
同居の父が加齢に伴い介助が必要になってきたこと（要介護１）に加え、母も認知症が進行（要介護３）。両親も自分も、このまま一緒に在宅で暮らしていくことを希望していますが、平日の勤務に加え、土日に二人の介助をするのが負担になってきました。
このため、自分自身の残業時間の軽減や休息時間の確保、父母だけで日中過ごすことによる父の介護負担軽減が必要だと感じていました。
（利用にあたって準備したこと（仕事面））
上司に両親の介護に関する状況を伝え、働き方の見直しについて相談。この結果、所定外労働の制限を利用することとし、平日は毎日定時に退社し、休日勤務も免除してもらうこととしました。≪就業時間の調整に関する制度の利用≫
この際、上司と一緒にそれまで担当していた業務の棚卸しを行い、全体的な業務効率化を図るとともに、それぞれの業務を複数人で担当する体制（タスクシェア）を構築することで、自分の退社後の時間帯で作業が発生した場合にも対応できるようにしました。
また、介護サービスの契約や役所の手続は、半日単位や時間単位の介護休暇を利用して対応しました。≪休暇・休業の取得に関する制度の利用≫
（利用にあたって準備したこと（家庭面））
父は週2日、母は週4日、通所介護を利用し、機能訓練や食事や入浴サービスを受けることとしました。父の介護負担の軽減も図りました。≪施設などへ通う介護サービスの利用≫
介護度の重い母について、月に1回、土日（2泊3日）に泊まりのサービスである短期入所生活介護を利用し、自分の休息時間を定期的に確保することとしました。≪短期間施設に泊まる介護サービスの利用≫
（制度利用中の働き方と介護について）
所定外労働の制限を利用することで、平日は毎日定時に退社し、通所介護から帰宅した母の夕食準備や介助を父に代わって担うことができました。休日勤務も免除されているため、土日に短期入所生活介護を母が利用している間、まとまった休息時間を確保できました。
（所定外労働の制限を利用した感想）
父とのコミュニケーションの時間を確保できるようになり、母の介護で疲弊していることが多かった父をケアすることも可能になりました。働き方の面でも、両親の介護で自らのキャリアを中断することなく継続できるようになったことは感謝しています。
（仕事と介護の両立経験者からのメッセージ）
家族の介護に対してはネガティブな印象を持つ方も多いと思います。上司やケアマネジャーさんとの相談を通じて、会社の両立支援制度と介護サービスを上手に活用できれば、キャリアの継続は可能だと実感しています。

1-(3)事例収集・提供(ⅱ)





介護両立支援制度等利用事例記載例





○○制度の利用事例





【上司からのメッセージ】


　厚労さんの○○制度利用にあたり、課内の連絡体制の見直しを行いました。突発的な事情で休まざるを得ない人が発生した場合でも、円滑に業務が継続できる組織となりました。


　引き続き、家族の事情に対応し、両立支援制度を活用して働き続けられる環境を整えていきます。





フレックスタイム制度等の利用事例





【上司からのメッセージ】


　当社は、社員一人ひとりの働きに支えられており、両立しやすい職場環境を整えていくことは会社が果たすべき責務です。介護の課題を抱える社員の皆さんが、いきいきと働きながら、大切なご家族とも向き合えるよう、今後ともしっかりと支援していきます。





所定外労働の制限の利用事例





【上司からのメッセージ】


　厚労さんの所定外労働の制限の利用にあたり、課内でタスクシェアを進めるとともに、全体的な業務効率化を行いました。結果として、職場全体の業務時間の縮減などの働き方の見直しが進むきっかけにもなりました。


　引き続き、家族の介護に対応する社員のみならず、職場全体のワークライフバランス向上に取り組んでいきます。









